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今回のセッションにおける�
会計の⽬目的と仕事・役割の定義�

会計の⽬目的�
•  経営者の意思決定を⽀支える�
•  経営判断のもととなる管理理⽬目的の会計
を⾏行行う�

•  経営者の判断基準�
•  儲けるための道具�

•  会社の経営状況を的確に⽰示す�
•  正しい決算書を世間に開⽰示する�
•  財政状態と経営成績を財務諸表として
表現する  �

•  外部への説明責任の材料料�
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会計の仕事・役割�
•  経営者の意思決定を⽀支えるツール�
をつくる�
•  経営者の⼿手助け�
•  モチベーション管理理（管理理会計）  �
•  意思決定への役⽴立立ち（管理理会計）  �

•  会計のルールに従い、記帳、集計、
分析、監査を⾏行行う�
•  会計のルールに従う�
•  社会的責任をまっとうする�
•  ルールに従ってチェックする�

•  会社の経営状況をしめす健康診断
（通知表）をつくる�
•  会社の健康診断�
•  企業の通知表（財務会計）�
•  共通⾔言語となる指標  �



シナリオの前提�
となる�

確実に起こる�
変化の兆し�
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確実に起こる変化の兆し�

AIにより既存の業務効率率率化が進む（記帳/集計/分析業務）�
• ⼈人⼿手による集計業務が無くなる�
• 事務作業が⾃自動化される�
• 会計情報の分析が容易易になる�
• 分析のための提出データが増加する�
• 紙の請求書が無くなる→仕訳の全⾃自動化が進む�
�
会計の規制が厳格化する�
• 会計に関する規制が厳しくなる�
�
平均寿命が伸び、働く期間が増える�
• ⼈人が⻑⾧長⽣生きになる  �
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不不確実性が⾼高く�
インパクトが�
⼤大きい�
変化の兆し  �
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不不確実性が⾼高く、インパクトが⼤大きい変化の兆し  �
投票結果�

起きて欲しい変化�
1.  週休3⽇日になる（15票）�
2.  会計の仕事がコミュニケーション中⼼心となる（9票）�
3.  有価証券報告書をAIがつくってくれる（8票）�
4.  決算がリアルタイムに分かる（7票）�
�
起きてほしくない変化�
5.  Googleに会計データを持っていかれる（15票）�
6.  会計上の判断に感情が無くなる（13票）�
7.  適時開⽰示が⽇日時になる（8票）�
8.  決算スケジュールが１⽇日単位になる（7票）�
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影響の⼤大きな�
分岐点�
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2027年年  進化する会計に�
影響の⼤大きな分岐点�

分岐点：�

2027年年に向けて、進化する会計に影響を与える要因は、�
AIにより既存の業務効率率率化が進む（記帳/集計/分析業務など）、会計の規制がより厳格化する、�
⼈人々の平均寿命が伸び、働く期間が増えるなどが確実に起こる変化として予測できる。�
�
そのうえで、⼤大きく2つの分岐点が現れる。�
�
1つは、会計業務の役割が�
「証明」重視（裁判官的な存在）になるか。「提案」重視（CFO的な存在）になるか。�
という分岐点。�
�
もう1つは、会計テクノロジーが�
「投資家」の理理想を表現するか。「経営者」の理理想を表現するか。という分岐点である。�
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2027年年  進化する会計の未来 



2027年年  進化する�
会計の未来  �
4つのシナリオ�

�
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2027年年の進化する会計の未来の�
⼤大きな世界観�
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•  集計業務はAIが担う 
•  ⾮非財務情報も会計業務で 
取り扱う 

•  意思決定を⽀支援する提案業
務が主な役割 

•  テクノロジーによって過去
のデータ分析から会社の
「将来像」が予測できる 

•  5〜～10年年後の会社の決算書
が分かる 

•  集計業務は⼀一部⼈人間が担う 
•  現状を証明するための業務
が主な役割 

•  社内の問題（不不正やミス）
の摘発を⾏行行っている�

•  会社の「現在像」が精緻に
分かる 

•  偏向がない事業計画を求め
る�

シナリオ１ シナリオ２ 

シナリオ4 シナリオ3 
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#2 シナリオセッションでは 
 
•  考えてみたい世界を選択
し、 

•  その世界における進化し
た会計の特徴を具体化し
ます 

•  事前に、どの世界が関⼼心
が⾼高いかを選び、特徴を
考えてきてください�

シナリオ１ 
 

この世界の会計
の特徴は？�

シナリオ２ 
 

この世界の会計
の特徴は？�

シナリオ4 
 

この世界の会計
の特徴は？�

シナリオ3 
 

この世界の会計
の特徴は？�
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